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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,18 44,46 -0,72 44,96 -0,50

USD / BRL Spot BRL 2,1723 2,1905 +0,0182 2,1983 -0,0078

USD / JPY Spot JPY 98,14 97,38 -0,76 98,85 -1,47

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 56.460 55.440 -1.020 54.602 +838

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 157,4 160,1 +2,7 162,0 -1,9

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,68 11,50 -0,18 11,32 +0,18

DI Future Apr14（金利先物） % 9,93 9,93 +0,00 9,52 +0,41

3 Months US Dollar Libor % 0,238 0,238 +0,000 0,251 -0,013

CRB Index（国際商品指数） Index 284,7 281,7 -3,0 286,2 -4,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年10月24日

Indicator Unit 10月22日

昨日のドルレアルスポット相場は介入への思惑からレアル安となる展開でした。朝方は、前日に続いて
来月のスワップロールオーバーは一部金額の１０億ドルのみ実施するとアナウンスされたことから前日比
レアル安の２．１８台前半から始まりました。その後同水準でもみ合いとなりましたが、中銀が残りのロール
オーバーを全額行うことはないとの観測が高まったため値ごろ感からのドル買いも誘発し、２．１８台後半へ
ドル続伸となりました。相場は終日ドル高基調を保ち、結局２．１９近辺で引けています。

市場では米国の景気回復が想定より弱いとの観測から緩和策縮小が来年３月以降になるとの思惑が生じ
ており、全般的にドル軟調な展開となっています。加えて米政府機関一部閉鎖の影響が今後の経済指標
を歪ませるとの観測もあり、正常な景気判断が難しくなっていることも米ＦＲＢを慎重にさせると思われている
ようです。レアル相場は米緩和策縮小先送りによりレアル買い優勢でしたが、ここにきて介入縮小の思惑も
あり単純なドル安基調ではない動きも出ています。目先はそれらの思惑が絡みながら方向感の定まりにくい
展開となるでしょう。
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